　個人評価結果から園全体の評価へ繋げる　　　　　　　　　　　　　平成29年度
	評価項目
	達成度（％）
前回⇒今回
	課題に向けて

	法人理念と保育理念
	６１⇒６３
	法人理念の理解については、理解度にかなりの幅があった。当法人は一法人一施設であり、乳幼児の保育に貢献したいという思いで法人を立ち上げた経緯があるため、保育理念については一定の理解度があったが、法人理念に関して、明言化したことがなく、それが結果として出ていたと考える。しかし、福祉法人の原点は、乳幼児の保育だけに留まらず社会全体の福祉を考えなければならないことを踏まえ、法人としての理念を文章化し全職員で共通理解していきたい。


	特に配慮すべき事項
	７３⇒７１
	　どの項目にも属さないが配慮が必要だと考える項目がこの項目である。設問としては、集団生活の中、一人一人の家庭環境の把握やスキンシップ、子どもの育ちに沿った保育を心掛ける等がある。特に3歳児以上になると保育士一人に対する子どもの人数が3歳未満児と比較し倍以上となるため、子ども一人一人の理解が難しくなってくる傾向にある。保育者は配慮事項を意識し保育を行っていることが伺えるが、更なる工夫が必要だと模索している状況である。


	食育
	７３⇒７５
	「自然の恵みとしての食材や調理する人への感謝の気持ちが育つよう配慮しているか」の設問に対し栽培活動や収穫した野菜を使ってクッキング体験することにより自然の恵みをいただくことへの感謝の念や、食事前の挨拶の中に、食事を作ってくれる保育者に対する感謝の言葉を盛り込むことにより、作ってくれた人がイメージしやすく感謝の念が湧くことに繋がると回答している。保育者自身の食を営む力については、評価にかなりの幅があった。飽食の時代、子どもが安心安全な食材を選択し食を営む力を育むためにも、子どもにとって影響力の大きい保育者自らの食生活の見直しも必要であると考える。
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	保育（健康）
	７３⇒７４
	　「一日を通し、体を十分動かすことのできる時間を意識して保育を行っているか」の設問に対する評価が高く出た。その場合、活動のすべてにおいて、子どもの主体性に配慮した遊びが基本となっている。時には、保育者が子どもの発達にそった遊びを提案することもあるが、保育者が無理強いすることなく、子ども自らの気持ちが動くよう環境設定をしている。子どもの生活リズムの把握については家庭環境も含め、理解し保育を行っているが、「一人一人の子どもの出生時からこれまでの発育、発達状況の把握」については、評価が低く出た。担任保育者が変わる節目には、子どもの成育歴についても職員間で共通理解するよう努めなければならない。

	保育（人間関係）
	６１⇒６８
	　昨年と比較し７％高い評価となった。外国留学生の受けいれや、地域の方を講師に招き梅干しの作り方教室、近隣にある川の生き物についての自然学習、陶芸教室等、保育者が様々なことに関心を示すことで、結果、地域の方々と信頼関係を築くことに繋がった。園内だけの人間関係に留まらず、多様な人間関係を体験できる配慮が必要である。「クラスにとらわれず、きょうだいの育ち合いを大切に保育しているか」の設問に対しては、きょうだいの存在を確認し合う乳幼児期において、きょうだいが共に過ごす時間が今後の関係性に大きな影響を及ぼすことを園全体で共通理解できていることが伺える。「大人の考えを無理強いせず、子ども自らの気持ちが動くよう心がけているか」の設問に前回より若干高い評価が出ているが、まだまだ、不十分であると記されている。大人との人間関係をベースに人間関係を構築してくることを考えると、保育者は子どもの人権を尊重し子どもが主体的に行動できるように配慮し子どもと向き合うことが重要である。
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	保育（環境）
	５５⇒６３
	　前回と比較し８％高い評価となっている。。散歩の途中、子どもと一緒に草花を摘み、部屋に飾るよう意識している保育者が増えてきた。飾られている草花について会話が広がったと記されている。自然環境は変化に富んでいるため、そこには発見や、不思議が詰まっている。単に知識や言葉の習得に留まらず、子どもは、その驚嘆を保育者や友達と共感することで人間関係の幅にも広がりができると考える。小動物の飼育に関する項目で高い評価が出た。うさぎの小屋の掃除、水やり、散歩等の体験の中で、小さな生き物をかわいがったり、大切にしたりする姿があるが、今後は生命の尊さに気づくような環境設定の配慮が必要である。

	保育（言葉）
	５４⇒６１
	　子どもへの言葉かけ、保育者自身の言葉遣いや、
禁止用語の使用等についての意識の高さが評価に表れている。「子どもに絵本、紙芝居、ペープサート等、視聴覚教材に出合わせているか」の設問に対し、高い評価が出た。人は言葉を組み合わせ思考するため、語彙力と思考力は比例してくる。子どもにとって、絵本は心の栄養である。食事をするように絵本を読んであげたい。
　素話の項目では、若干ではあるが、保育者は研修会に参加したり、保育の中で、素話にチャレンジしたりする姿がある。絵本のような絵がなく、保育者の声だけで伝える素話は、子どもの想像力を広げてくれると考える。

	保育（表現）
評価項目
	４３⇒４８
達成度（％）
前回⇒今回
	　一番、評価が低い項目であるが、若干ではあるが評価が高くなっている。豊かな感性は、身近な環境と十分に関わる中で美しいもの、優れたもの、心を動かす出来事に出逢うことで養われると考える。今年度は博物館、美術館、図書館等で開催される催しに参加する機会に恵まれた。今後も子どもの好奇心、探求心を刺激するような体験を準備したい。前回と比較し意識してピアノを弾き、子

課題に向けて

	保育（表現）
	
	どもと歌ったり踊ったりしたと記している保育者が若干名いた。若干名とも同クラスの保育者である。お互いを高め合うクラス環境があったのか。参考にしたい。　子どもは歌を歌うことが好きだ。保育者のスキルの低さが子どもの活動に影響を及ぼさないようピアノが苦手な保育者は日々練習を重ねたりウクレレ、ハーモニカ等の楽器を使用したりする努力が必要である。

保育者は、生活の中で水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れたり、音、形、色、手触り、動き、味、香りを感じたりすることに配慮して保育をしている様子が伺える。

	指導計画作成
	６５⇒６８
	「あなたの立てた指導計画は保育を行うにあたり役に立っているか」の設問に対し前回と比較し若干高い評価が出た。また、指導計画は、職員間で共通理解しているか」の設問に対し前回と比較しかなり高い評価が出た。保育園には保育課程、年間指導計画、月指導計画、週指導計画、日指導計画、保育日誌等、作成しなければならない書類が多く、振り返りや計画が不十分になってしまうことがある。記録は何のためにとるのか。計画は何のために立てるのか、保育に役立つ記録、計画を意識して作成していく必要がある。子どもの姿について、職員間で話し合い、お互いの意見を参考に計画を作成していることが伺える。また、立てた計画が立てっぱなしならぬよう、掲示し
すぐに確認できるよう工夫している点は今後も継続する必要がある。

	研修と自己評価
評価項目
	５３⇒６０
達成度（％）
前回⇒今回
	　たいよう保育園保育者倫理綱領に保育者としての専門性を追求すると掲げている。実践ありきの保育では視野が狭くなる恐れがあるため、理論を学ぶ必要がある。
「理論を学ぶため読書をしているか」の設問に対し前回と比較し高い評価が出た。保育理論の必要性を感じ、努力している保育者も増えてきた。同僚の紹介で専門書を読んだと記している保育者も
課題に向けて

	研修と自己評価
	
	いる。お互いが向上し合える環境が整いつつある。
「自己評価等で課題をみつけ、その課題の解決のために計画的に自己研鑽しているか」の設問に対し前回と比較し高い評価が出た。　自己評価は何のために行うのか。PDCAサイクルを意識し自己研鑽し保育を行うことが保育の質の向上、保育者の質の向上に繋がる。


	子育て支援

	７５⇒７１
	保育者は朝夕の送迎時、保護者から子どもの家庭での様子を聞いたり、園での様子を伝えたりすることを大切にしている。その中で保護者の子育ての悩みを聞いたり、家庭の悩みを聞いたりしている。子どものことだけでなく、保護者支援も積極的に行っていることが伺える。保護者と保育者が一緒に子育てをしていくためにも引き続き、懇談会や個人面談の機会を設ける必要がある。
　3歳未満児に関しては、子どもの育ちについて保護者に伝えることができているが、3歳児以上児は保育者一人に対する子どもの人数が極端に多くなるため、十分な対応が難しいと記している。どうすればその課題が解決できるのか。検討の必要がある。

	安全管理
	
	今年度は、薬の投薬ミス、アレルギーの誤食、
安全面での配慮不足等、危機管理の弱さが露呈した。二度と同じミスを繰り返すことがないよう、安心安全のための仕組みを整え、全職員で共有し子どもの命を守ることが最優先にする。子ども、保護者が安心して生活できるよう努める。



